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項 目 要  約 

１．研究の概要 
国内の既設の原子炉を用い、診断用のRIとして最も需要の高いMo/Tcと、

α内用療法向け短寿命α核種として近年その有用性が注目されているAc-

225の二核種の生成と供給を行う、国内自給技術検討により既存炉・次世

代高速炉の運用を目的として、以下の研究開発を行う。 

１）Mo-99製造プロセスの軽水炉(PWR)への適用性検討 

２）軽水炉でのAc-225製造 

３）高速炉（「常陽」）でのMo-99製造 

４）高速炉（「常陽」）でのAc-225製造 

５）原子炉で生成される医用RIの品質と普及についての検討 

２．総合評価 △ 
本課題については、医療用RIの自給技術の確立という目的や、既存の原

子炉の利用という発想は高く評価でき、実現により原子力の受容性への効

果も見込まれるなど、前向きに取り組むべき研究である。 

一方、照射時の安全性、原料調達、物流、経済性、発電への影響といっ

たリスク評価など、実現にあたっては更なる検討が必要な課題が多数ある

ことから、机上検討でできることを先行して十分に行い、実現可能性を見

通すことを優先した研究計画が望まれる。 

そのため、２年目以降の計画について、概念設計レベルでのソフト研究

に絞った内容に計画を見直し、机上検討（検討結果を確認するための要素

試験等は可とする）を中心に実施することとして、事業継続を認めること

とする。なお、３年目の継続については、２年目の進捗状況を踏まえて判

断することとする。 

○ 継続は妥当である

△ 一部の研究について継続は妥当である

× 継続すべきでない 


